
 

 

 

「何も咲かない寒い日は下へ下へと根を伸ばせ、 

                やがてきれいな花が咲く」 

  校長 藤田 賢一郎  
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令和２年度５月号 

 

11 日の全校朝会（放送）で、生徒に学校再

開への期待を、次のように語りかけました。 

 

生徒玄関のタンポポの写真に気付い 

たでしょうか？春から夏にかけて、タンポ 

ポは学校の周りにも咲いています。種で 

ある綿毛を、ふーっと吹き飛ばしたことの 

ある人もいるでしょう。タンポポは生命力 

が強く、かんかん照りでも、人に踏まれて 

も枯れたりはしません。とても我慢強い植 

物です。アスファルトの割れ目から伸びて、 

花を咲かせていたりもします。  

タンポポの強さの秘密は、根っこにあ 

ります。私たちがよく見る西洋タンポポは、 

草丈が 15ｃｍ位なのに対して、根の長さ 

は 50ｃｍ以上。写真のタンポポの根は、 

なんと 1ｍ。掘るのに苦労したそうです。 

タンポポは、どんなにつらい状況でも、 

じっと我慢して根を伸ばし、やがてきれい 

な花を咲かせます。それは、地面深くま 

でしっかりと根を伸ばしているからです。 

さて皆さん、今日から学校再開となり 

ましたが、私たちは、まだまだこの未曽有 

の試練に立ち向かっていかなければなりません。 

残念なことに、しばらくは感染予防のため、全

校生徒が揃うことはできません。午前と午後に分

かれた半日ずつの学校生活となります。 

また、これも非常に残念なことに、中学校体育

連盟主催の地区大会、県大会、北信越、全国大

会、吹奏楽連盟主催の地区、県、全日本吹奏楽

コンクールも中止が決定しました。最後の大会を

目指して、歯を食いしばりながら苦しい練習に励

んできた３年生の気持ちを思うと胸がつまります。 

しかし、悔しむ、悲しむだけで努力を止めてし

まうか、逆境をバネにして努力を続けるかで、未

来は大きく変わります。 

・皆さんは今、どんな生き方をしていますか。どん

な気持ちで毎日を過ごしていますか。 

・未来の自分は、どんな人間でありた

いと願っていますか。 

・目標とする未来の自分に向かうため

に        タンポポのように根を伸ばしています               

か。  

・自分の夢や目標を再度確認し、決意

してください。 

・友人の笑顔や交わした言葉、仲間と 

ともに困難を乗り越えてきた部活動、

ときに流した悔し涙、それらのすべて

から勇気をもらい、根を伸ばしてきた

自分に自信をもってください。 

・例え、今後また学校が休業となって 

も、目標実現のための学びを止めな

いでください。 

・仲間とともに困難を乗り越えていく歩

みを止めないでください。 

・あなたと家族や友人など、人と人との 

絆を一層大切にしてください。 

私をはじめ、板倉中の教職員全員

が、皆さんなら必ずできると信じるととも   

に、皆さん一人一人が、あなたらしく、しっかりと根

を伸ばして大きく成長することを、期待していま

す。 
 

「何も咲かない〜」は、シドニーオリンピ

ック女子マラソン日本初の金メダリスト、高

橋尚子選手の座右の銘です。 

高橋選手は、華やかな栄光の陰で、何年も

けがや不調と戦っていました。恩師である故

小出義雄監督からのこの言葉を支えに、根を

伸ばそうと懸命に努力を続け、ついに金メダ

ルというきれいな花を咲かせました。 

私たち大人も、生徒たちが厳しい状況の中

で懸命に伸ばそうとしている根を見逃すこと

なく、成長を応援していきたいものです。 

生田緑地 Web サイトから 

tel:78-2013


 

 

                                    

3 月に行った 1 回目の臨時休業後、2 度目の臨時休業を４月２２日 

（水）から 5 月 10 日（日）まで行いました。 

しかし、休業明けに始まったのは密にならないように細心の注意を  

払っての分散登校でした。初めてづくしの学校生活に、生徒も教職員 

も戸惑いながら、前向きに過ごした様子をご紹介いたします。 

 

 

各階の食堂に机といすを移動させ、間隔を広くとっての授業です。窓も少し開け、換気をしながら 

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部で顧問が、思いを生徒に語りました。 

部活動など、放課後活動は現在停止中です。全国大会、県大会、地区大会など大会やコンクールの中

止の発表が相次ぎ、決定を受けて、それぞれの部活動でミーティングを行いました。これからの活動の 
ありかたについて、真剣に考えました。 

 

 

 

 

  

  

  

     

 

感染拡大防止に備えています！ 

・職員室に飛沫飛散防止シートを設置 

座席が向かい合わせのため、遮蔽幕を作りました。 

登り旗のポールと農業用透明ビニールシートを使った手 

作りです。生徒たちのために、職員が体調を崩さない 

よう頑張ります。 

 

臨時休業後の学校生活 

午前に授業する生徒と、午後から授業をする生徒に分かれた生活。 
体育館の次に広い、食堂を教室代わりに使っての授業をしました。 

バドミントン部のミーティング 野球部のミーティング 



・消毒の取組 

  学校へ登校した生徒から、消毒液で手を消毒します。 また、放課後は、職員が中心となり、手で触

れることの多い箇所を布きんで拭いて消毒しています。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 3 年生級長会が中心となり、18 日（月）から「心の木」の取組を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分散登校が明日 19 日（火）で終わり、水曜日から通常の登校が再開します。でも、新型コロナ

ウィルス感染症の拡大を防ぐために、僕たちはまだまだ、さまざまなことに気を付けたり、「当た

り前にできていたこと」を我慢したりしていかなければなりません。 

皆さんは、こんな毎日の中で、不安を感じたり、落ち込んだりすることはありませんか？ 

級長会では、こんな時こそ温かいメッセージを伝え合って、学校を明るい雰囲気にしていきたいと

思い、生徒玄関前の廊下に「心（ハート）の木、ハートウォーミングツリー」を設置しました。 

「学校でうれしかったこと」や「感謝や励ましのメッセージ」を付箋に書いて、この「心（ハート）

の木」に、貼ってください。各階の廊下に、ハート型の付箋を用意しました。そこにメッセージを

書いて、「心の木」に貼ってください。生徒だけではなく、先生方も参加してくださるとうれしい

です。この取組を行うにあたって、お願いが２つあります。 

１つめ 相手の個人名は書かないでください。誰かに宛てて 

書く場合も、個人ではなく、例えば、「陸上部のみんなへ」とい 

うように、大勢の人に向けて書いてください。自分の名前は、 

書いても書かなくてもよいです。 

２つめ 誰が見ても温かい気持ち、前向きな気持ちになれる 

内容にしてください。僕たちは、この取組を通して、全校の皆 

さんが明るい気持ちや頑張ろうという気持ちになってほしいと 

思っています。そのことを忘れずに書く内容を考えてください。 

皆さんが登校したときや下校したときに見て、明るい気持ち 

になれるような 

「心（ハート）の木」にして 

いきたいと思います。 

ご協力をお願いします。                   

                               

【3 年級長会長 石田 想さん】 

1 日目を終えたハートの木。                                    

次号でその後を紹介します 



 

 

４月 27日（月）に、職員で、生徒の命を守るた 

めの救急救命法の研修を行いました。 

ＡＥＤの使い方や、食物アレルギー対応のため 

のエピペンの扱い方などを学んだり確認したりし 

ました。経験の多い少ないにかかわらず、職員全 

員で毎年講習会を行っています。 

 

 

 

 １１日（木） テスト範囲表配付           

 １５日（月） 学校運営協議会①           

２２日（月） 学力 UPウイーク（～２６日）  

 ２５日（木） アウトメディア チャレンジウイーク（～２日） 

 ２８日（日） テスト前部活動停止（～３日） 

２９日（月） 学びの日 

３０日（火） 質問教室   ※定期テストは７月２日（木）、３日（金）の予定です 

 

 

 

昨年末（初冬）に、路線バスのダイヤ改正に当たり、上越市の交通政策課で中学校から

要望事項を集めてくださいました。今回の改正に反映させてくださったものもあります。

バス事業社からいただいた回答をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バス等に対する要望事項の回答 


